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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、初心者が非市場評価法を実践的に活用する際に必要となる知識と技
能を習得できる基盤を構築することである。本研究ではWebサイト「Non-Market Valuation with R」を立ち上
げ、仮想評価法などのRを用いたチュートリアルを提供した。多様な分析モデルに対応できるようにするなど
Case 1およびCase 2 Best-Worst Scaling向けRパッケージを改良した。新たにCase 3 Best-Worst Scaling向けR
パッケージを開発・公開した。Best-Worst Scalingの回答データを生成する関数を開発・公開した。

研究成果の概要（英文）：The present research project aimed to construct an R-based platform for 
beginners to learn the knowledge and skills needed for practical use of non-market valuation 
methods. This project launched an open-access web site, "Non-Market Valuation with R," which 
provides R-based tutorials on contingent valuation and others. Two existing R packages for case 1 
best-worst scaling and case 2 best-worst scaling were expanded to make them applicable to various 
models. A new R package for case 3 best-worst scaling was developed and distributed to the public. 
In addition, functions for generating artificial responses to best-worst scaling questions were 
published.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の特徴である国際的に広く普及して自由に使えるRを利用している点、Web公開したチュートリアルは
全て英語で作成して自由に利用できるCreative Commonsライセンスを適用している点により、国内外を問わず非
市場評価法の実証研究と教育に活用できることが、本研究成果の学術的意義のひとつである。また、Best-Worst
 Scalingの回答データを生成できる関数を開発したことで、教育に際して応用分野を問わず具体的な例題を簡単
に作成できるようになり、当該手法の普及の一助となり得ることがもうひとつの意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 非市場評価法は、市場での取引に関する実績データが得られない財・サービスを経済的に評価
する手法の一群を指す。非市場評価法には、仮想評価法、離散選択実験、Best-Worst Scaling な
どの表明選好法、トラベルコスト法、ヘドニック法などの顕示選好法が含まれる。これらの手法
に対するニーズは、幅広い学術・実務分野に存在する。主要な利用分野のひとつである環境分野
に限定しても、関連書籍はすでに相当数刊行されている一方、新刊も続いていることは、そのニ
ーズの大きさを示しているといえよう。関連する論文も拡大しており、新たな手法の開発や既存
手法の改良といった理論・手法研究に加えて、非市場評価法を活用した実証研究も着実に増加し
ている。 
 ところが、初心者にとって、非市場評価法を実証分析に活用するための知識と技能の習得は、
未だ大きな壁になっている。これまでにも多くの研究者らによって非市場評価法のテキストが
刊行されており、手法の理論的解説を詳細に記述したものから、具体的な数値例を使って計算過
程を解説しているものまで多岐にわたる。しかしながら、実証研究を進める上で必要となる手法
に関する知識と、それを統計解析パッケージ上で実践するための技能を習得できる資料につい
ては、不十分な状況であるといえよう。その理由のひとつは既存の書籍等で利用されている統計
解析パッケージが主に商用パッケージであること、もうひとつは利用されているデータとコー
ドが必ずしも公開されていないことである。 
 そこで研究代表者は、他の研究者と協力して、自由に使えるデータ解析環境 R（以下、R [R 
Core Team 2021]）を活用して、仮想評価法、離散選択実験、Best-Worst Scaling に関する知識
と技能について、初心者が習得できる基盤を開発してきた（例えば、Aizaki et al. 2014）。た
だし、研究代表者らが取り組んできた手法は、それらのバリエーションの中の一部に限定されて
いた。さらに、顕示選好法に分類される手法を対象とした Rを活用した基盤の構築は未着手であ
った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、初心者が非市場評価法（仮想評価法、離散選択実験、Best-Worst Scaling、
トラベルコスト法、およびヘドニック法）を実践的に活用する際に必要となる知識と技能を習得
できる基盤を構築することである。 
 
３．研究の方法 
 各手法の適用手順について、具体的な例データを利用して、Rコードとその実行結果、ならび
にそれらの解説から構成される文書（以下、チュートリアル）を作成し、自由に利用できるライ
センスを適用して Web を通じて公開することとした。また、チュートリアルは英語で作成するこ
ととした。これらにより国内外を問わず非市場評価法の教育・研究の場面での自由な利用が可能
となる。さらに、チュートリアルの作成にあたって必要となる Rパッケージの改良や開発も進め
ることとした。 
 
４．研究成果 
(1) チュートリアルについては、「Non-Market Valuation with R」というタイトルの Web サイ
トとして、作成できたものから順次公開することとした（当該 Web サイトの URL は後述の「主な
発表論文等」の「その他」を参照されたい）。チュートリアルには Rコード、その実行結果（図
や表も含む）、ならびに解説文が混在することになる。そこで、それらが混在した文書を効率的
に執筆できるように R Markdown を用いてベースとなるファイルを作成し、それを変換すること
で Web サイト向けの HTML ファイルを作成することとした。チュートリアルの公開に際しては、
Creative Commons ライセンスを適用することとした。 
 仮想評価法のチュートリアルは、環境評価への適用事例に基づいて、データセットの準備から
支払意思額の推定までの作業を R で実施する手順を解説するとともに、仮想評価法の適用結果
のまとめ方についても説明している。回答者をグループ化して WTP を求めたり図示したりする R
コードを含めている点はひとつの特徴である。 
 Case 1 Best-Worst Scaling のチュートリアルは、消費者による米の特徴の評価を題材とした
例データを利用して、調査設計から項目の相対評価までの手順を説明している。データのモデル
分析に際して仮定する回答者の意思決定モデルとして Maxdiff モデルに加えて Marginal モデル
と Marginal Sequential モデルを含めている点、確率係数ロジットモデルを利用した分析例を
示している点に特徴がある。 
 Case 2 Best-Worst Scaling のチュートリアルは、アグリツーリズムの内容（体験できる活動
内容）に対する潜在的需要者による評価を題材とした例データを利用して、調査設計から属性・
水準の評価までの作業を解説している。意思決定モデルとして主要な三種類のモデルを含めて
説明している点が特徴である。 
 離散選択実験のチュートリアルは、農産物の消費者評価を例データとして、離散選択実験向け
パッケージ support.CEs と近年急速に適用が広まっている離散選択モデル向けパッケージ



apollo（Hess and Palma 2019）を組み合わせて活用するための手順を解説している。 
 これらのチュートリアルに加えて、非市場評価法では二値（0／1）データを分析対象とする手
法が多いことから、ロジットモデルに関するチュートリアルについても作成・公開した。 
 なお、本研究課題を発展させる形で新規研究課題を研究計画最終年度前年度応募に申請した
ところ採択されたことから、本研究課題の終了は一年前倒しとなった。そのため、Case 3 Best-
Worst Scaling、トラベルコスト法、およびヘドニック法のチュートリアルの作成・公開は、新
規研究課題の一部として継続されることとなった。 
 
(2) チュートリアルの作成にあたって必要となった既存の R パッケージの改良および新規パッ
ケージの開発については、次の通りである。 
 Case 1 Best-Worst Scaling 向け Rパッケージ support.BWS に対して、多岐にわたる改良を行
った。主なものを回答データの分析方法ごとに示すと、モデリング法については、調査に使用し
た実験計画と回答データを統合して分析用データセットを作成する関数を Marginal モデルと
Marginal Sequential モデルにも対応させたこと、離散選択モデル向けパッケージ apollo のデ
ータセット構造に適したように分析用データセットを変換する関数を開発したことである。数
え上げ法に関しては、スコアを利用した分析が容易に実行できるようにスコア計算の関数を改
良したこと、ならびにスコアを図示するための関数を開発したことである。これらの改良・開発
により、実行可能な分析の幅が広がるとともに、入力するコードを短くすることができた。 
 Case 2 Best-Worst Scaling 向け Rパッケージ support.BWS2 に対しては、主として対応可能
なモデルを拡張するための改良を行った。 
 Case 3 Best-Worst Scaling については、文献レビューを通じて主要な三つのモデルとそれら
のサブバージョンを同定し、それらを実行できるデータセットを作成する関数を開発した。また、
要因計画と釣り合い型不完備計画の二種類の計画を利用して選択肢集合を作成する関数を開発
した。これらの関数を実装したパッケージ support.BWS3 を、上記の既存パッケージと同様に自
由に利用できるライセンス（GNU GPL）を適用して The Comprehensive R Archive Network
（https://CRAN.R-project.org/）を通じて公開した。 
 Best-Worst Scaling 向けパッケージ（support.BWS、support.BWS2、support.BWS3）のいずれ
にも、選択肢集合やパラメータ、回答者数などの条件を指定すると、それらに応じて回答データ
を人工的に生成する関数を実装した。これにより、当該手法を教育する際に応用分野を問わず具
体的な例題を簡単に作成できるようになった。 
 
(3) チュートリアルの公開ならびに Rパッケージの改良・開発とあわせて、これらの取り組みに
関して研究会や学会での報告、論文発表を行った。 
 報告については、非市場評価法を活用している、あるいは活用に関心を持っている研究者らを
対象に大学や研究機関において本研究成果を紹介した。また、Rや統計手法を活用する研究者や
実務家が参画する研究会や学会大会で報告を行うことで、本研究課題の成果を幅広い分野に紹
介する一方、さまざまな分野の視点からのコメント等を得ることができた。これらの中には関数
の改良やチュートリアルの内容の検討につながるものが含まれていた一方、新しい研究課題の
設計アイディアにつながるものも含まれていた。 
 Case 2 Best-Worst Scaling に関する成果（チュートリアルとパッケージ）に関する論文を執
筆し、選択モデリング分野のインパクトファクター付き国際誌に掲載することができた（後述の
「主な発表論文等」の「雑誌論文」の第一論文）。当該論文では、Case 2 Best-Worst Scaling の
適用論文の文献レビューを通じて、主要な三つのモデルが説明変数の設定の違いにより複数の
サブバージョンに分類できることを効用関数と計画行列を示しながら説明した上で、それらを R
で推定するための手順を解説しているところに特徴がある。本報告書を執筆している時点にお
いて、当該論文は（オンライン早期）刊行してから二年を経過するところであるが、Google 
Scholar による検索結果では三編の論文から引用されている（研究代表者らの執筆論文一編から
の引用実績は除く）。 
 
(4) 今後の課題としては、チュートリアルは充実してきたものの、プログラミング経験の乏しい
人にとってはパッケージ（関数）の多機能化は、Rを活用するときのハードルを高く感じさせる
可能性があり、それを軽減できるような対応策の検討が必要と考える。 
 
＜引用文献＞ 
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③ R Core Team (2021) R: A Language and Environment for Statistical Computing. R 
Foundation for Statistical Computing, Vienna, Austria. https://www.R-project.org/. 
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